
令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

■横浜市市民利用施設予約システムのご案内や施設見学
にに対応する

継続実施

予定より遅れて11
月中旬に導入。不
具合や苦情対応に
苦慮した。施設間、
スタッフ間で情報
共有に勉め、一丸
となって問題解決

にあたった。

新予約システム導入にあたり、データ移行や随時予約
についてテストを実施するほか、導入後、抽選処理や帳
票作成、利用者登録等の不具合の洗い出しと検証を
行った。
６月と１０月に配布されたテキストと日々更新される不具
合への対処方法について、施設間で共有し、ポイントを
整理して小まめにスタッフ研修を実施した。
利用者からの問合せや苦情に対しては十分な聞き取り
を行い、問題点を洗い出してサービスセンターとともに
問題解決にあたった。

■利用促進のため、リハーサル割引期間拡大や若年層の
ギャラリー利用（U25）プランを整理し、書類を整えて横浜市
に申請する

実施
U25プランのほか、
「利用要綱」改訂案

を提出した

U25プランのほか、新システム導入に伴い変更された事
務処理手順や利用料金を反映した「利用要綱」改訂案
を提出した。

■利用者アンケ―トを実施して、意見を収集・分析し、優先
順位をつけて対応して業務改善につなげる

実施

スタジオ機材と新
予約システムにつ
いて利用者アン
ケートを実施した

１つだけ所持している10タムについて、どのスタジオでも
利用できるようルールを決めて貸し出した。新予約シス
テム導入1か月後、システムについて聞き取りを行い、
不都合に感じることの共有と利便性の説明を行った。

■ウェルカム・プラザ実施にむけ、優先団体選定の制度設
計とショーケースを行う

実施

「ウェルカムプラ
ザ」の条件を検討
し、区の事業や協
力事業の受付方法

等を整理した

岩間では「ウェルカムプラザ」をホール利用に置き、
ショーケースを公募し、優先条件の整理を行った。また、
新システム導入に伴い、区の事業や協力事業の受付方
法等を整理した。

□施設紹介動画の作成・公開 実施
アクセス動画作成
２館ともにHP更新
にむけ、協議・制作

映り込み等の問題が生じ、アクセス動画を撮りなおし
た。事業等の動画公開にむけ、2館ともにHP更新するべ
く協議し、本社情報セクションとともに制作に当たった。

□施設見学会「ホールたんけんツアー」 １回
施設見学会
1日/2回実施

気軽に参加していただくため、フリーの来場者が多い、
11/11偕恵いわまワークス「わくわくマーケット」＆プラザ
オープンデーのなかで実施した。2組3名参加。

□来て見て市民プラザ（オープンデー） １回 1回実施

11/11　偕恵いわまワークス「わくわくマーケット」と同日
開催し、全館に来場者が巡回するよう催し物とタイム
テーブルを工夫した。

□ホールのグランドピアノを弾いてみませんか
12回
30人

3日/15枠
9団体/17名

ホールの連続した空きコマを活用して行う1時間枠のピ
アノ体験。オーケストラ練習で客席・舞台が収納される
ケースが増え、下半期に実施できなかった。

音楽講座 □二胡講座
12回/2期

8名

12回/2期
年24回実施
最大13名

体験教室
1回実施

予定通り実施
3月の体験講座では、受講生8名がアシスタントとして指
導にあたった。

演劇・芸能講座 □岩間落語塾
6回/4期

6名

6回/4期
年24回実施
最大6名

予定通り実施

文化芸術活動に役立つ講座 □着付教室
1講座/24回

10名
年24回実施
最大16名

予定通り実施

□映像制作講座
１講座
10名

1講座実施
吉野町と合同

写真講座「ライブを撮ろう」を２館合同で、吉野町市民プ
ラザ「音楽空間」を被写体に実施。

□映像等を発表できる「市民プラザチャンネル」を開設 １回 Xにアップ

「市民プラザチャンネル」開設に向け、２館の施設HPを
更新するため協議し、本社情報セクションとともに制作
に当たった。

地元の先生を講師として招く、地域の文化資源発
掘講座

□小筆講座 （計画外）
1講座実施

16名

地域の文化資源を活かした、地域の指導者や教室との
連携事業。年賀状を書く時期にあわせて、小筆を使った
書道体験講座を実施した。

市民のモノづくり体験を通じて、製作者同士や来場
者との交流を生むイベント

□アートマーケット
□モノづくり体験コーナー

１回
参加15組

アートマーケット
1回/2組

モノづくり体験
2回実施

利用団体や地域のアート資源を紹介する「アートマー
ケット」。公募2団体による作品展示と販売、体験コー
ナーを開催した。また、『いわまワークス通所者作品展』
会場で、指導者による「パステルアート体験」を2日間実
施した。アート利用が極端に少ないなか、貴重な機会と
なった。

オンラインでのイベント開催 □プラザ発・お届けイベント
１回

２館で８組
環境整備

動画コンテンツを掲載できる環境を整えるため、施設HP
更新を検討。協議し、制作を行っている。

文化団体や文化活動をする人を支援する □音楽の贈り物＠ほどがや
２回

参加200名

ショーケース
参加；4団体

見学・体験；72名

利用団体や地域の音楽資源を地域に紹介する「音楽の
贈り物」。コロナ以降、地元企業の会場提供等が難しく、
アウトリーチではなく、オープンデーの中で実施。団体の
活動を紹介した。見学だけでなく、体験を通じて「やって
みたかったこと」に触れることができたと好評だった。

□歴史と文化の街めぐり
１回
20名

流会
未実施

「秋の薔薇」をテーマに近隣のガーデンとの連携事業と
して企画したが、会場都合により流会した。仕切り直しを
検討したが、冬に入り、野外を含むアウトリーチ事業の
開催は参加者の年齢を考慮して断念した。

□ほどがや歴史町歩き(ヘリテージ)コンサート
１回

100名
未実施

保土ケ谷カトリック教会との連携企画。会場提供が再開
されず、開催を見合わせた。

横浜芸術アクション事業「横浜トリエンナーレ」への
参加・協力

要請に応じて協力
□マチノトリエンナーレ

１回 1回実施

トリエンナーレが3月開催となったことから、3月に開催し
た3館連携事業「ROCKS plus」にあわせて、障がい者に
よるアート作品を紹介。3/3公演会場に３作品を展示し
たほか、約1か月間、関内ホール脇「バックストリートギャ
ラリー」に作品を展示した。

【評価できる点】
・吉野町市民プラザと併せてアクセス動画をホームページに
掲載し、市民の方へ周知するための取組をしたことを評価し
ます。

・新型コロナウイルス感染症の影響により開催できていな
かったオープンデー等を開催して、施設や利用団体の活動
紹介を評価します。

【更なる取組を期待する点】
・オープンデー等は新たな利用者を獲得するチャンスになり
ます。効果的な広報を行い、より多くの方に来場いただける
よう工夫をお願いします。

【評価できる点】
・多岐にわたる事業を実施し、吉野町市民プラザと協力した
事業を展開したことは評価できます。

・アウトリーチ事業の一環として、「横浜トリエンナーレ」の時
期に併せて、マチノトリエンナーレを実施したことで岩間市民
プラザの枠に留まらず、施設を出て実施できたことについ
て、評価できます。

・文化芸術体験に参加しやすいよう、幅広い音楽公演コン
サートや朗読、映像公演を実施し、参加者の実績人数を多く
得る結果となりました。また、クラッシックコンサートでは、３
回セット券を再販することで、リピーターの満足度を高めたこ
とが評価できます。

【更なる取組を期待する点】
・アウトリーチ事業の実施のなかで、保土ケ谷区の魅力を発
見するイベントの実施ができませんでした。会場や資金確保
が難しい中となり、調整が難しいと思いますが、早めの企画
により実施時期を改めるなど、改善を検討し、改めて計画を
練り直し、将来的に実施できるよう計画してください。

使いやすい施設貸し出し

来館者・利用者のニーズの把握に努め、ホスピタリ
ティ向上等につなげる

【成果】
新型コロナウイルス感染症の5類移行にともない、各種利用
制限が撤廃されたものの、利用にあたっての不安払拭のた
めにも、消毒液の設置や、備品の消毒作業などの対応は継
続して行いました。
１１月の予約システム更新にともなうお問い合わせ、トラブ
ル対応についても、現場としてできうる限りの対応に努めま
した。また同時に、新たな利用者獲得のため、既存のお客
様からご意見聴取して、現場へ反映したり、オープンデーを
開催しての施設や利用団体の活動紹介を行うなどの取り組
みをしました。
　また、岩間市民プラザ内の偕恵いわまワークスとの協力
事業「わくわくマーケット×いわまオープンデー」を開催。室
場の見学、各種体験講座を実施するとともに、ワークスとプ
ラザの利用者がお互いの施設を利用するきっかけにもなり
ました。

【課題】
施設や設備の老朽化や陳腐化への対応は困難です。
利用率そのものはコロナ以前に戻りつつありますが、本番
公演の利用は減少傾向にあり、オーケストラ等の練習利用
が増えています。
また、区の事業等の協力事業への貸出と一般利用者への
貸し出しのバランスについてはさらなる調整が必要です。

【成果】
継続した学びのきっかけになる事業（定期講座）に注力しま
した。こども日舞ワークショップや小筆講座など単発の事業
も参加者が学びを継続しやすいよう、地域の教室、地域の
先生との協力を心がけ、普段、来館されない方の参加を得
ました。

【課題】
アウトリーチについては、会場や外部資金確保の難しさが
依然としてあります。コロナ禍をきっかけに外部への貸し出
しや企画がとりやめとなり、その後も復活しないイベントなど
があり、会場変更等をしても一部実施ができませんでした。
会場想定・企画の段階からの仕切り直しが必要です。

評価

Ⅰ文化事業 指定管理者提案（要旨）

１　文化芸術活動をはじめと
する市民の活動の場となる
（使命1）

実施状況

1

施設の周知と利用団体の紹介2

令和５年度計画

利用者の気持ちにそった施設運営

1

評価項目

映像講座

保土ヶ谷・横浜の魅力を発見する

2

多様な糸口をもったであいの事業の開催

２　文化芸術活動への参加の
機会を提供する
(使命２)

アウトリーチ事業の実施

1



令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

クラシック音楽を軸にしたコンサート □午前の音楽会
６回

平均150名
6回実施

平均132名

概ね予定通り実施。後期から3回セット券の販売を再
開。公演とは別に販売期間を設けたことで、会場での次
回公演先行販売の混雑回避ができ、公演の余韻をより
楽しめる効果があった。

ポピュラー音楽公演 □レクチャーコンサート
１回
90名

1回実施
142名

「JAZZの歴史とラテンのリズム」と題し、時代とともに変
化するジャズとドラムスの関係性や、ラテン音楽に使用
される打楽器に焦点を当てて、紹介。好評をいただい
た。

民族音楽公演 □シルクロードの旋律を奏でる
２回

平均150名
２回実施

平均121名

概ね予定通り実施。横浜の「絹の道」をシルクロードに
重ね、中国民族音楽と他民族の音楽を融合した演奏を
届けました。

朗読公演 □朗読と音の調べ
１回

125名
１回実施
172名

高橋長英ほかによる「藤沢周平」作品の朗読と演奏。昨
年逝去された野口英の追悼公演とし、ロビーに舞台写
真を展示した。

映像公演 □サイレントシネマ＆活弁ワールド
１回

150名
１回実施
155名

予定通り実施。活動写真弁士；坂本頼光、演奏；湯浅
ジョウイチ。大佛次郎原作、大河内傳次郎主演「水戸黄
門　来國次の巻」とバスター・キートン作品を上映した。

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

近隣保育園との連携 □子ども絵画展 1回
１回実施

延べ126名

予定通り実施。セント・メリー幼稚園、岩間保育園、保土
ケ谷保育園の園児による作品を展示した。

「ほどがや えかたり～べ」との協働 □紙芝居会 1回
１回実施
30名

予定通り実施。保土ケ谷に伝わる民話・昔話を次の世
代に伝えるため、紙芝居づくりと口演を行う「えかたり～
べ」による紙芝居会

夏休み講座）小学生対象 □子どものための日舞ワークショップ 1回
１回実施
22名

予定通り実施。保土ケ谷区在住の日本舞踊家による日
本舞踊ワークショップ。小学生を対象に浴衣の着方や畳
み方、和室での作法も学ぶ。

アーティストとともに学校に出向く
要請に応じて実施
□横浜市芸術文化教育プラットフォーム
「学校プログラム」

４校 ４校実施

学校教育と横浜などで活動するアーティストをつなぐ「学
校プログラム」。学校側の要望にあったアーティストの選
定や授業実施までのコーディネートを担った。令和５年
度は、峯小学校、岩崎小学校、帷子小学校、富士見小
学校の４校を担当した。

「NPO法人横浜こどものひろば」との連携 □ゼロ歳から中高生のための地域劇場
2回

平均150名
12回

平均95名

NPO法人横浜こどものひろば」と連携して行う、こども向
け事業。乳幼児/幼児向けには平土間に舞台と客席を
設けるなど、定員が大きく異なる公演が含まれるため平
均入場者数が少なくなっているが、各回、多くの観客を
集めている。

子どもも参加できるイベントを開催
□来て見て市民プラザ（オープンデー）（再掲）
□音楽の贈り物＠保土ケ谷（再掲）
□ホールのグランドピアノを弾いてみませんか（再掲）

（再掲） 実施

概ね予定通り実施。「音楽の贈り物＠保土ケ谷」は、ア
ウトリーチに拘らず企画の趣旨に立ち返り、施設オープ
ンデーのなかで実施した。

３歳から入場可能なコンサート □午前の音楽会（再掲） （再掲） 実施
予定通り実施

■公演チケットの中高生ジュニア割引 1回 ２公演で実施

■ウェルカムジュニア
「練習系施設のお試し体験」「お仕事体験」

実施 １回実施
コロナ以降のニーズを考慮し、ホールピアノプランのな
かで実施

■近隣大学、小中高校との連携
舞台に立つ機会の提供、地域活動

ニーズ調査
試行

未実施
4年度調査でニーズが得られず、未実施

■若手アーティスト公演への協力 実施 １団体/４回
立川晴の輔；落語の独演会を３か月ごと定期的に開催
できるよう協力。2024年４月「笑点」メンバー入りを果た
した。

4 新たな文化芸術への触発・経験の機会を提供
初めての方に親しみやすくわかりやすい、鑑賞事
業の実施

□午前の音楽会（再掲）
□シルクロードの旋律を奏でる（再掲）
□サイレントシネマ＆活弁ワールド（再掲）
□朗読と音の調べ（再掲）
□レクチャーコンサート（再掲）

（再掲） 実施

クラシック音楽やJAZZ、民族音楽、映画に朗読など、多
彩な鑑賞事業を実施した

利用団体の活動支援、団体同士の交流 　
1回

参加８組
１回実施
９組参加

対バン形式のライブイベント「岩間 ROCK SPACE」を実
施。演奏団体は公募するが、みどりアートパークや吉野
町市民プラザの対バン企画の公募情報を共有し、各ス
タジオ利用団体を中心に交流を図った。

落語塾OBの活動の場を提供、他の講座との交流 □岩間寄席
2回

280名
２回実施
計314名

予定通り実施。「岩間落語塾」の受講生のほか、講師の
他教室の生徒がその成果を口演する、アマチュア中心
の落語会。「落語塾」のモチベーションになっている。

□岩間シネクラブ（上映会；岩間でシネマ）
4回

平均125名
4回実施

平均113名

概ね予定通り実施。コロナやインフルエンザの報道が増
えた秋・冬の上映会の集客が伸び悩んだ

□岩間シネクラブ　サロン交流会
2回
30名

未実施
コロナ以降のニーズを考慮し、未実施

保土ヶ谷国際交流ラウンジへの協力 □「子どもの勉強会」への協力 20回
年38回実施

241名

保土ケ谷区役所が委託している、１階ほどがや国際交
流ラウンジの講座開催に協力。外国につながる小学生
や中学生が、学校の勉強や日本語のサポートを受けて
いる。

若い世代の文化芸術活動を応援 ニーズ調査と取り組み実施

3 文化芸術の体験事業の実施

1

【評価できる点】
・新しく地元のオペラ団体との関係を構築し、事業協力した
ことについて確認できます。

・岩間寄席は参加者が増加していることについて評価できま
す。

【更なる取組を期待する点】
・若い世代の利用につながるように、ニーズを分析して新た
な事業の構築などに役立ててください。

・ウェルカムジュニアについては、新型コロナウイルス感染
症が収束したことを踏まえ、従来どおりの事業の実施を検討
してください。

・新型コロナウイルス感染症の影響がなくなったため、これ
まで中止を余儀なくされた事業などの再開について検討し
てください。

実施状況

指定管理者提案（要旨）

評価

Ⅰ文化事業

３　次世代を担う人材を育む
（使命3）

2

5

【成果】
新しく地元で活動するオペラの団体への事業協力や、岩間
としては初の「オープンデー」を開催するなど、新しい取り組
みを行うことができました。
２年越しで支援の取組をしていた演劇公演への協力につい
ては、団体の解散という予期せぬ事態となり、公演自体が
中止となりました。地歌公演への協力を行ったことで、支援
数としては予定通りとなりました。

【課題】
２０年来の事業（シネクラブ/映画上映会）については、コロ
ナ禍をきっかけに参加を取りやめた会員が来場をためらっ
ていること、高齢化が進んでいることなどにより、全体的に
参加者が減少しています。交流会含め、内容や運営手法に
ついての再考が必要です。

令和５年度計画

子どもや親子が文化芸術体験の芽を育めるような事
業の開催

評価項目

市民の力を引き出すための、市民とともに企画した
事業の実施

映画愛好者団体、岩間シネクラブの交流

　

子どもたちの芸術活動の機会の創出

3

2



令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

アートネットワーク会議やヒアリングでニーズをくみ
上げ、その活動を活性化します

□アートネットワーク会議 1回 参加できず

文化施設等が連携して問題の掘り起こしや解決にあた
る会議。オールスタッフ研修と重なり、参加できなかっ
た。

□市民プラザチャンネル（再掲）
□音楽の贈り物＠ほどがや（再掲）
□来て見て市民プラザ（オープンデー）（再掲）

（再掲） 実施

□邦楽公演
□演劇公演

１回 ２公演実施

琴と尺八による邦楽公演と、地歌公演を支援。演劇公演
については、団体の解散により中止となった。

□アマチュア会員が活動する「出前寄席」への、備品貸出・
広報協力

随時 要請無し

岩間市民プラザ外での公演等の際に、備品の貸出をお
こなったり、館内外での広報の協力を行っている。

□保土ケ谷区民文化祭への協力
　写真展、茶華道展、高齢者作品展

１回
参加600名

1回/３企画
836名

「保土ケ谷区民文化祭」のうち、写真展、いけばな展、高
齢者作品展の会場として協力。茶道会は今年度から保
土ケ谷公会堂に会場を移している。

□「保土ケ谷宿場町オペラ」への協力 （計画外） １回
地元のオペラ歌手が企画する公演に協力。

偕恵いわまワークスへの協力 □「わくわくマーケット」への協力
１回

300名
１回

300名

偕恵いわまワークス「わくわくマーケット」とオープンデー
を同日開催。ボッチャ体験や作品展示、飲食会場として
提供する等、全館あげて協力した。

保土ヶ谷国際交流ラウンジへの協力 □「ほどがや国際交流フェスタ」への協力
１回

300名
1回

350名

保土ケ谷区とほどがや国際交流ラウンジが共催する「ほ
どがや多文化共生フェスタ」。日本語ピーチ、なりきり写
真館、ワークショップ、世界の飾り展示等の開催に協力
した。

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□東海道ほどがや宿☆魅力発見！シリーズ
１回

100名
1回実施
157名

前司馬遼太郎記念館学芸部長・増田恒男による講演
「司馬遼太郎作品における横浜」と題し、司馬作品にお
ける保土ケ谷、東海道を紹介。大変好評だった。

□歴史的建造物めぐりパネル展
１回

250名

1回実施
98名

ギャラリー集客数

講演会場とフロアが異なるため、講演前後にギャラリー
への人の流れを作ることが難しく、講座当日、一部パネ
ルをホワイエに移動させて展示を見ていただいた

□地域理解講座
１回
30名

ホール公演に
統合

講座の集客力を考慮し、ホール開催とした

2
市民と施設の良好な関係を築き、地域コミュニティの
中核として認識される運営の実行

文化芸術の力で人と人、人と情報がつながる取り
組み

□偕恵いわまワークス「わくわくマーケット」協力（再掲）
□「ほどがや国際交流フェスタ」協力（再掲）
□保土ケ谷区民文化祭協力（再掲）
□ゼロ歳からの中高生のための地域劇場協力（再掲）

（再掲） 実施

予定どおり実施

地域の施設間連携事業 □保土ヶ谷区地域デザインセミナーに参加 実施 参加できず

保土ケ谷区役所が主催する、区内の文化施設や集会所
と区が連携して問題の掘り起こしや解決にあたる会議。
事業とオールスタッフ研修と重なり、参加できなかった。

近隣商店街との共同事業、広報連携 □音楽の贈り物＠ほどがや（再掲） （再掲） 実施
アウトリーチではなく、プラザで実施

文化施設ネットワーク □市民プラザ・区民文化センター館長会 ４回程度 5回実施
新予約システム導入を中心に情報交換が活発に行われ
た。３か月に１回の定期に加え、8月に臨時開催。

地域商店街・市民団体との連携 □東海道ほどがや宿☆魅力発見！シリーズ（再掲） （再掲） 実施

ほどがや人・まち・文化振興会との連携 □歴史的建造物めぐりパネル展（再掲） （再掲） 実施

東海道風景街道との連携 □地域理解講座（再掲） （再掲）
ホール公演に

統合

共同事業体の強みを活かした広報活動 □tvk番組内での告知、広報 隔月 年7回実施

原則、奇数月を岩間枠としているが、事業のタイミングを
みて吉野町と告知時期を調整。効果的な広報に努め
た。
3館連携事業（3/3ダンス公演）ではスポットCMを行った

文化事業・地域情報の情報拠点を提供 ■情報コーナーでの地域情報の提供 通年 実施

■やさしい日本語での案内、多言語での表記 実施 継続実施

□国際交流ラウンジとの連携
　日本語教室
　日本語ボランティア養成講座
　異文化理解講座

36回
平均40名/月

年75回
905名

平均75名/月

区内の外国人居住者の増加に伴い、日本語教室を中心
に開催数が増えている。外国人住民が日常生活に必要
な日本語を学ぶ「日本語教室」開催に協力。日本語ボラ
ンティアの養成講座や、日本人が外国について学ぶ「異
文化理解講座」の開催にも協力した。

■多様な市民への配慮 実施 継続実施

□偕恵いわまワークス「通所者作品展」
1回

参加者100名
１回実施
159名

予定どおり実施。前年度まではカレンダーの販売に合わ
せて原画展を行ったが、カレンダー販売が無くなったた
め、時期を変更して開催した。

文化芸術の力で、人と街と施設をつなげる取り組
み

評価項目 令和４年度計画

　

実施状況 評価

4

6

【評価できる点】
・地元にちなんだ事業を実施することは地元のニーズにも合
致しており、関心を持った多くの来場者があったことは評価
できます。

・３館連携事業を予定以上に進め実施てきたことは評価でき
ます。
また、いわまワークスとの連携も取り入れ、誰もが参加でき
るイベントとして、より効果的な開催を行ったことは評価でき
ます。

【更なる取組を期待する点】
・地元にちなんだ事業は土地柄関心が高く、来場してもらう
きっかけになりやすいため、実施回数を増やすなど、より多
くの方に楽しんでもらえる企画を期待します。

・パネル展の展示場所は来場者の動線を改めて整理し、よ
り多くの方に見ていただけるように検討してください。

・３館連携事業は今年度の実施を踏まえ各施設連携により
効果的な展開に期待します。

区内文化団体への協力

3

5
４　文化芸術活動を媒介とし
て地域の人々を結びつける
（使命4）

1

市民の文化活動を支援

【成果】
「司馬作品における横浜」など、地元にちなんだイベントはや
はり関心が高いようで、予約も早々にうまり、当日の来場率
も高かったです。また講座自体も大変好評でした。
共生社会の実現に向けた３館連携事業「スクランブル・ダン
ス・プロジェクト」を計画に先駆けて実施しました。NPO法人
「ＬＡＮＤ　ＦＥＳ」との提携を得てダンスのワークショップと成
果発表を行うとともに、偕恵いわまワークスの協力の元、会
場及び関内ホール・バックストリートギャラリーにおいて通所
者の作品展示を行うこともできました。障害のあるなしにか
かわらず、だれもが参加できるイベントを開催できたことは
大きな成果です。

【課題】
コロナ禍をきっかけに地域活動が縮小されています。区内
の施設や近隣商店街等の地元コミュニティとの連携を深め、
協働事業を実施する道程を模索します。

事業プロモーション活動を通じた地域への人の呼び
込みと地域のにぎわいの創出

市民が行う文化芸術活動を通じた街づくり活動の支
援と協働

ほどがや国際交流ラウンジと連携し、外国の方が
足を運びやすい環境をつくる

偕恵いわまワークスとの連携

みんなの市民プラザとして、様々な属性の方に配慮
する

近隣文化施設や各種文化団体、商店街、自治会等
とのネットワークの構築、連携事業の実施

指定管理者提案（要旨）

文化団体や文化活動をする人の活動への協力

Ⅰ文化事業

3



令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

NPO「LAND FES」との連携 □インクルーシブ・ダンスワークショップ（３館連携） 計画・準備
１事業実施
２講座
１公演

NPO「LAND FES」山海塾のダンサー・松岡大によるプロ
ジェクトを予定に先駆けて実施。成果発表まで行った。イ
ンクルーシブ・ダンスワークショップをプラザ２館で、それ
ぞれ平日夜、土曜日中に分けて開催。翌日の「ROCKS
plus」公演の１つのパート、タテタカコとのセッションとして
披露した。併せて、偕恵いわまワークス通所者作品をロ
ビーに展示。

偕恵いわまワークスとの連携
□通所者作品展（再掲）
　わくわくマーケット（再掲）

（再掲） 実施

通所者作品展だけでなく、オープンデーやダンス公演で
も作品を展示して紹介。トリエンナーレに併せて、関内
ホール脇のバックストリートギャラリーでの展示を行っ
た。ワークスからは、継続して「岩間でシネマ」に喫茶10
＆オフ特典の協力を得ている。

国際交流ラウンジとの連携

□日本語教室（再掲）
　日本語ボランティア養成講座
　異文化理解講座
　ほどがや国際交流フェスタ

（再掲） 実施

通年実施。業務計画より多く、会場を提供した。

NPO「横浜こどものひろば」との連携 □ゼロ歳から中高生のための地域劇場（再掲） （再掲） 実施
通年実施。

保土ヶ谷区民文化祭との連携（再掲） □保土ヶ谷区民文化祭との連携（再掲） （再掲） 実施
予定通り実施。

保土ケ谷華道会との連携 □１階ロビー　装花1台常設 通年 通年実施
保土ケ谷華道会の協力により、通年実施した

□３Ｆロビーの共有による交流 通年 継続実施
予定通り実施

□利用団体同士の交流
　「来て見て市民プラザ」（再掲）

（再掲） 実施
オープンデーの中で実施

■文化芸術の力による地域コミュニティの再生
■保土ヶ谷宿場祭りに協力し、人をつないで新たな担い手
を発掘する

実施 協力
相談・要請に基づいて協力を行った

■コンテンツの配信、アーカイブスの構築 ■３館連携の専用サイトでの配信に向け、情報共有する 実施 準備・制作
コンテンツ共有の準備としてプラザ２館の施設HPを更新
するため、協議を重ね、制作に着手した。

■次世代来館者の育成
■地域コミュニティーと文化を考える、青年層を対象とした
チームを組み上げる

準備 未実施

５類移行後も、コロナの影響やインフルエンザの流行に
より、コミュニティー活動は依然自粛が続いており、時期
尚早と判断した。

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

■貸館公演のチケット販売や広報に協力 実施 継続実施
貸館公演と近隣で開催される文化イベントのチケットの
受託販売と広報協力を通年行った

■利用に関する相談・助言は、随時受け付け 実施 継続実施

施設利用についての相談のほか、新予約システムの使
い方や登録に関する問合せや苦情に対応した。類似案
件の確認で未然に事故を防ぎ、想定外のルール変更な
ども確認しながら正確な情報提供に努めた。

■利用促進のため、ホール・ギャラリーの割引を制度設計
し、市に申請する

実施 案を提出

ギャラリーU25プラン実施に向け制度設計し、横浜市に
案を提出した。検討・承認待ち。

■ホール、ギャラリーを利用内容を伺いながら直前まで受
付る

実施 継続実施
４週を切る申込は期間外だが、内容確認の上、対応可
能な練習利用等については予約を受付。

施設の見学やお試し、活動団体の紹介事業を行う
□施設見学会「ホールたんけんツアー」（再掲）
□来て見て市民プラザ（再掲）
□ホールのグランドピアノを弾いてみませんか（再掲）

（再掲） 実施

3
要望・ご意見を受け止め、サービスの向上につなげ
る

利用者アンケートやご意見箱で、リハーサル割引、
U25プランのニーズ調査を行う

■ご意見箱の設置 実施 継続実施
新予約システムに関する利用者アンケートを実施。11件
の意見をいただき、良い点はお客様へのPRに活用した

■共同事業体各社から業務ごとに専門性の高い職員を適
正に配置する。

実施 実施

□館長(1)、副館長(1)、サービス担当(1)、企画・コミュニティ
担当(2)、運営補助(3)、受付担当(5)

配置 継続配置

□舞台技術担当(1) 配置 継続配置

□設備担当(1) 配置 継続配置

□清掃担当(1) 配置 継続配置

申し送りの手法の確保
■メールや日報のほか、Google共有ツールを活用して情報
共有

実施 継続実施

□朝礼 １回/日 １回/日実施

□職員会議 １回/月 １回/月実施

□運営会議；運営面の課題、ノウハウの共有 四半期に1回 年4回実施

□プラザ連絡会議；施設運営のすり合わせ、共同企画 四半期に1回 年5回実施
四半期ごとの定例会に加え、市の要請により窓口キャッ
シュレス決済について検討するため、臨時で１回会議し
た。

■企画検討会；事業計画立案、評価　※必要に応じて実施 随時 １回実施

インクルーシブ・ダンスワークショップ＆「ROCKS　plus」
公演（3館連携）、「岩間 ROCK SPACE」と「吉野町音楽
空間」での2館連携事業を実施した。次年度以降に実施
する事業のアイデア出しをした。

■一体プロジェクト推進会議　※必要に応じて実施 随時 １回実施
「吉野町音楽空間」を素材にライブ撮影講座を計画し
た。

【成果】
チラシの配架協力のほか、貸館公演や地域の方の参加し
やすそうな事業についてはチケットの受託販売を行い、様々
な文化事業とお客様とをつなげることで、施設の総合的な
サービス向上に努めました。

【課題】
ホールの利用が、本番公演よりも練習利用の方が多くなる
傾向にあります。館のにぎわいとなる新規来館者増のため
にも本番公演を増やすことが必要ですが、建物と設備面の
劣化・陳腐化が課題です。

【評価できる点】
・様々な事業と利用者を結び付け、施設利用満足度向上に
向けて努めていることについて確認できます。

・通常相談に加え、新予約システム稼働に伴う問い合わせ
にも柔軟に対応したことについて確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・施設の不具合については市との連絡調整を密に行い、施
設運営に支障が起きないよう進めてください。

【成果】
４月の年度当初だけでなく、年度途中でもスタッフの入替が
ありましたが、引継ぎはスムーズにできました。各種研修に
ついても全スタッフを集めての研修の他、即時に情報共有
する必要のある事項については日常業務の中でもこまめに
行いました。
当期は、プラザ２館合同で外部の講師をお招きしての研修
も実施できました。

【課題】
施設点検日の異なる吉野町・岩間２館合同の研修について
は、全スタッフを集めて行うことが、日程的に困難です。
　予約システム更新の前後半年間は毎日のように操作・運
用状況・運用方針の確認や修正・変更がありましたが、セン
ターからの回答が一対一で、システム全体の不具合や解決
までの進捗把握が困難でした。システム内のわかりやすい
エリアに、全館からの事象報告とそれへの対応方法や、更
新・変更状況（変更前と変更後の情報）がプールされ、最新
情報が公開されていれば、もう少しスムーズに対応できたか
もしれません。

【評価できる点】
・年度途中のスタッフの入れ替え時も全スタッフ集合研修や
日常的なOJTを行ったことを確認できました。

【更なる取組を期待する点】
・今後もシステム担当者、市側とこまめなコミュニケーション
を取り、大きな混乱を来さないよう業務に当たってください。

・記載はありませんが、５月に個人情報漏洩となる事案が発
生しています。効果的な研修、ＯＪＴを実施してください。

１　 利用者意見の収集と対応
（使命１－(2)）

Ⅱ施設運営

1

7

6

指定管理者提案（要旨）

利用団体同士の交流

様々なニーズに対応するサービスの提供

評価

2

1

情報の共有

利用率を高める工夫

直前の利用申し込みについて、柔軟に対応

必要人材の配置と職能

　

評価項目 実施状況

　

市民プラザが「みんなの広場」となるような取組の実
施

令和５年度計画

「市民プラザ未来開発プロジェクト」の実施

2

円滑な管理運営のための各種会議の実施

　
4



令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

効果的なOJTの実施 ■職員各々に応じたOJTについて年間を通じて実施する 実施 実施

新任者OJTのほか、新予約システムに関する研修と
OJTを実施。新予約システムの操作方法や変更点の確
認、不具合やその対処方法の共有により、利用者への
影響を最小限に留めることができた。

□接遇研修 １回/年 １回実施
利用者対応の基本を再確認。快適なサービス、１対１対
応、言葉選びなどを具体的に研修した。

□人権研修 １回/年 １回実施
外国人の来館者が多いことから、外国人差別について
研修。

□バリアフリー研修 １回/年 １回実施
貸出用車椅子の使い方、電動車椅子を誘導する際の注
意点などを研修

□個人情報保護研修 １回/年 3回実施
受付業務に落とし込んだ研修。個人情報の範囲と書類
等の取り扱いについて再確認。

□コンプライアンス研修 １回/年 3回実施
ホウレンソウの確認。研修後、受付脇ホワイトボードの
表記方法について話し合った。

□防災訓練 2回/年 2回実施
事業所ごとに１回、プラザ４事業所の合同で防災訓練を
実施。

□危機管理研修 １回/年 １回実施
一般的な研修に加え、個人情報流失につながる新予約
システム上のバグを発見し、対処を共有するなどした。

□救急救命講習/AED １回/年 １回実施
河川の氾濫前に情報収集の手段

□機材研修 １回/年 １回実施
レクチャールームの音響機材を中心に研修

□受付業務研修 2回/年 7回以上実施

貸館等の受付業務に関わる研修に加え、新予約システ
ムに関する研修を複数回行った。

■新採用・新規配属者研修 随時 2回実施
着任時研修のほか、半年後にブラッシュアップ研修を実
施した

□文化政策研修 １回/年 年1回実施
文化コモンズ研究所・吉本光宏を講師に「拡張する文化
芸術の役割」について研修。文化政策の動向を学んだ。

■アイデア研修 随時 年1回実施
2館連携事業を検討。「吉野町音楽空間」を素材に、2館
合同で映像講座（写真）を実施することになった。

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□ｔｖｋ「猫のひたいほどワイド」等、昼の情報番組やスポット
CMでの告知

2回/年 年7回実施

原則、奇数月を岩間枠としているが、事業のタイミングを
みて吉野町と時期を調整。効果的な広報に努めた。
3館連携事業（3/3ダンス公演）ではスポットCMを行った

□地域メディア「タウンニュース」「相鉄瓦版」への掲載 ２件/年 年2件掲載

予定通り実施

■施設ホームページを基本に、施設利用促進や自主事業
の情報発信を行う

実施 実施

■SNSの活用方法を検討する 実施 検討
施設HP改訂にむけ、機能の確認等を行った

□「催し物案内」を発行し、近隣施設等でも配布 １２回/年
年12回

13事業掲載

予定通り実施

□「広報よこはま」「タウンニュース」「相鉄瓦版」での情報発
信（再掲）

（再掲） 実施

2
■吉野町市民プラザ、関内ホールと連携し横浜全体で楽し
む事業を展開する

計画・準備 実施
インクルーシブ・ダンスのワークショップと公演を3館連携
で、写真講座と対バンライブを2館連携で実施

3
■こども110番あんしんの家に登録し、地域の安心拠点とし
て活動する

実施 継続実施

1
■休館日、開館時間について年度ごとに横浜市へ届出を
行う

実施 実施

2
■許認可の取得や届出を必要とする場合は関係各所に対
し適正に申請を行う

実施 実施

施設運営に必要な届け出と、施設貸し出しに関わる届
出を行った

3 ■自動販売機等の目的外使用の手続きを実施 実施 実施

4
■横浜市の要請に応じ財務状況について確認できる書類
を提出する

実施 実施

5 ■行政機関が制定する基準などを遵守 実施

継続実施

新予約システムに
あった改訂案提出

条例や規則に沿って施設を運営し、定期的な施設点検
を実施して建物管理の基準等を遵守した
また、新予約システムにおいて条例等に合わない事項
を整理し、取り扱いの確認と帳票等の修正を依頼すると
ともに、「利用要綱」の改訂案を提出した

6 ■法律が制定及び改正された場合、横浜市と協議し対応 実施 実施

　

【評価できる点】
・吉野町、関内ホールと連携して効果的な広報を実施したこ
とについて確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・SNSによる広報は広範囲に効率的にできる広報手法とい
えます。現在の利用者だけでなく新たな利用者拡大を見据
え、効果的な情報発信方法を検討してください。

【評価できる点】
・必要な届け出を適切に行っていることを確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・特筆すべき事項はありません。

評価

【成果】
ＴＶの情報番組を利用しての広報は、吉野町・岩間・関内３
館で融通しあい、また、スポットＣＭを打つこともでき、沿線
エリアよりも広いエリアを対象とした広報ができました。

【課題】
まだまだアナログな手法（葉書を用いたＤＭ等）が多く、試験
的にＱＲコードを利用してのアンケート回収などを行ったもの
のレスポンスが思わしくなく、当館においては、ＳＮＳの有用
性に課題があります。

サービスレベルの統一とホスピタリティ向上につな
がる研修主要人材の能力担保に向けた基礎研修の実施3

【成果】
必要な届け出を行い、各所に適正な届け出をしています。

目的外使用料の申請

関内ホールとの3館連携

令和５年度計画 実施状況

従来の利用者、近隣在住者の多くを占める高齢者
層へは、テレビや新聞折り込み、市の情報誌で情
報発信

財務状況の確認

法律の制定及び改正への対応

休館日の届け出

３　施設全体の運営に対する
アイデア・ノウハウの一層の
活用
（様式25）

評価項目

Ⅱ施設運営 指定管理者提案（要旨）

２　組織的な施設運営
（様式14,15）

コミュニティ形成への寄与

４　その他施設運営に関する
事項

行政機関が策定する基準などの遵守

許認可及び届け出

市内に拠点を置くメディアを代表する企業とする
強みを活かした広報・プロモーションに対する取
組み

1

情報弱者に寄り添った、無料で入手できる媒体の
活用

市民プラザ２館合同研修

現役世代～若年層に向けては、インターネット、
SNSで情報発信

5



令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

■日常的な設備点検、清掃等、環境に配慮した清潔で安
全・安心な施設管理を行う

実施 実施

予定通り実施。点検等により不具合が発見された際に
は小破修繕に努めるとともに、所管課と情報共有し対応
した

■「業務の基準別添資料 ６」に基づき、法定点検・日常点
検・定期点検・清掃を実施

実施 実施

概ね予定通り実施。2月に予定した窓ガラス清掃のうち
外窓清掃が荒天続きで実施できず、翌年度（4月）実施
となった

■常駐設備員による日常巡回で施設設備の不具合の有無
を点検する

実施 実施

巡回点検により、空調機やカーリフトの不具合の状況を
時系列に示し、点検業者と連携して施設と設備の維持と
運用に努めた

■舞台周りを適切に管理することで舞台設備の維持管理と
運用を図る

実施 実施

利用前後の点検、機能チェック等を行い、保守業者と連
携して舞台機構や装置の維持管理し、運用に努めた

■併設施設である、偕恵いわまワークス、国際交流ラウン
ジ、保土ケ谷区地域子育て支援拠点サテライトについても
施設面のアドバイスを行う

実施 実施

被害が拡大する雨漏りの状況を整理し、情報と対策を４
事業所と所管課、保土ケ谷区と共有。全館を対象に建
築局の技術相談が行われた。電気メーター更新におい
ては全館調整し立ち会いを行った。

■日常巡回で不具合を軽微なうちに発見し、初期対応する
ことで未実施の不具合箇所を減らす

実施 実施

巡回点検により、水栓のゆるみや灯具の故障、扉の建
付けの不具合等を発見し、小破修繕を行った

■中長期的な修繕計画を立て、施設・設備・備品等の長寿
命化に努める

実施 実施

指定管理者点検や不具合報告を行って、大規模修繕が
的確に実施できるよう横浜市と最新情報の不具合情報
を共有した。併設4事業所の雨漏り情報を平面図に落と
して関連性を明確にし、技術相談の一助とした。

■不具合対応は優先的順位をつけながら、横浜市と協議
の上修繕を行う

実施 実施

BDスタジオ空調機修繕、冷却塔ブロー装置等更新、レ
クチャールームの遮光カーテンレール交換、ガス・電気
メーター更新、事務室雨漏り対応として点検口新設等を
行った

■「業務の基準」に則り、物品管理簿により備品を管理 実施 実施

物品棚卸を行うとともに、不具合時に備品の交換ができ
るよう予備品や修理パーツの在庫管理を行った。

■スタジオ入れ替え時等の機材点検で備品の状態を把握 実施 実施
小まめな点検により、不具合のあるものは利用前に予
備品と交換して貸出に支障が出ないようにした。

■備品の更新は長寿命化と経費節減の観点で横浜市と協
議

実施 実施
初度購入したドラムセットのシェルに痛みがでているが、
グレードが高いため、予備品の持ち方を相談している

□年1回、物品管理簿の棚卸を行い、物品が適切に管理さ
れているか確認し、市に報告する

実施 実施

備品の総棚卸を実施。備品の登録単価が変更となり、
物品管理簿を改めた。

日常清掃・定期清掃
■「管理基準」により、地球環境に配慮しながら、快適な環
境を維持する

実施 実施
端境期の冷暖房を送風とする、球切れの際にLED電球
と交換するなど、工夫した。

感染症対策
■日常清掃や施設利用時、点検時にアルコール等を用い
た除菌を行う

実施 実施

マイクロホンの他、飲食可能な室場・スペースは入替の
際にアルコール消毒し、感染症対策を行った。

廃棄物処理及び環境への配慮
■年間排出計画を定めて適切な分別、リサイクル化の推
進など廃棄物の発生抑制に努める

実施 実施

日々、ゴミの分別を行うとともに、紙等の資源ごみは回
収に出し、管球や電池は産業廃棄物として処理した。

空気環境測定 □隔月実施 6回/年 年6回実施
扉の無いエントランスや地下室は基準より乾燥すること
があるが、概ね基準値以内。

【評価できる点】
・日常的な点検を着実に実施し、不具合が起きても速やか
対応することで、利用に支障が起きないようにしていること
を確認できます。

・機材のパーツ交換を職員ができるようにスキルの平準化
を行っていることについて評価できます。

【更なる取組を期待する点】
・施設の不具合については、引き続き市との情報共有を積
極的に図り、施設の運営に支障を来さないよう日常的に確
認するよう継続的に取り組んでください。

【評価できる点】
・各項目について、適切に実施していることが確認できま
す。

【更なる取組を期待する点】
・施設の不具合については、引き続き市との情報共有を積
極的に図り、施設の運営に支障を来さないよう日常的に確
認するよう継続的に取り組んでください。

評価

【成果】
ごみの処分方法の変更もあり、管球類等は他の廃棄物とは
別に処分をしました。

【課題】
管球がLEDに切り替わるなか、管球取り付け部分が破損し
た灯具やＬＥＤ管球に対応できない灯具もあり、一般照明の
ＬＥＤ化が遅れています。併せて、一部、照度の確保が困難
になっています。

【成果】
設備員や舞台スタッフによる機器の日常点検のほか、利用
者が入れ替わるごとに行うスタジオ等の室場チェックの際に
聞き取りと備品チェックを行い、不具合発見時には速やかに
予備品交換や補修を行って、遅滞なく利用に供しました。日
常的な機材のパーツ交換は、職員で行えるよう、スキルの
平準化を図っています。

【課題】
設備や機材自体が古くなってきており、修繕パーツの入手
が困難なものが増えて、故障時に休館等を伴う案件がでて
きました。また、雨漏りや漏水等の建物全体に関わる不具
合が増えてきており、複合施設の改修の難しさが問われて
います。

1

実施状況令和５年度計画

施設の総合管理による安全・安心の提供と効果的な
維持管理

備品等の適切な管理

評価項目

Ⅲ施設管理 指定管理者提案（要旨）

２　環境維持管理業務
（使命5）

設備保守管理業務

施設の総合管理による安全・安心の提供と効果的な
維持管理

1
１　保守管理業務
（使命5）

計画的な修繕
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令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

開館時の対応
■開館中は施設内巡回、ITVで常に状況を把握し、異常が
疑われる際には職員が現場確認して関係機関に通報する

実施 実施

事件事故無し

閉館時の対応
■最終退館から出勤までは機械警備で監視し、異常時は
警備スタッフが急行する

実施 継続実施

事件事故無し

2 地域の安心拠点としての行政や警察との連携 子どもへの配慮
■こども110番あんしんの家に登録し、地域の安心拠点とし
て活動（再掲）

（再掲） 継続実施

事件事故無し

□消防法に基づき、甲種防火管理者を選任した上で防災
計画書を作成する

実施 継続実施

□統括防火管理者を選任し、全館合同で防災訓練を実施
する

防災訓練
2回

継続実施

□複合施設の管理者連絡会を定期的に開催し、情報を共
有して日常の防火・防災に努める

3回/年 随時実施

定例会として1回開催。以降、雨漏りの都度、現場確認
を行い、相関関係の把握に努めた。ワークス2階作業場
で排水加工をしたところ、こっころサテライトの玄関先の
雨漏りが無くなった。

防災マニュアルの作成
■横浜市防災計画に基づき、対応マニュアルをあらかじめ
作成する

実施 継続実施

AEDの配備
■ＡＥＤを導入し、適切な管理及び職員への十分な操作研
修を実施する

実施 継続実施

2 災害時の対応 河川増水時の対応
■川の水位や潮位、防災無線に留意し、防潮板設置基準
に従って建物への浸水を防ぐ

実施 継続実施

氾濫水位無し

地域との連携
■保土ヶ谷区と連絡を密にとり、要請があった場合には避
難者を受け入れる。併せて、福祉避難所である偕恵いわま
ワークスと連携を図る

実施 継続実施

館内事業所と自治会と一時滞在の契約や条件、それぞ
れの範囲を確認した。福祉避難所、自治会、プラザはそ
えぞれエリアを分けて一時避難場所とするが、こっころ
サテライトは安全なうちに帰宅を促し、閉館する。閉館で
きない場合は、河川の氾濫を避けるためプラザを一時
滞在先とした。

施設管理者の災害備蓄
■大規模災害に備え、保存食や簡易トイレなど災害備蓄品
を常備し、適切に維持管理する

実施 継続実施

賞味期限切れになる備蓄を更新した

■ガイドラインに準拠し、施設と設備の消毒等を行う 実施 継続実施

感染症対策に努め、安心・安全な施設提供をした

■空調設備や給排気システムを点検し、貸出施設や共用
スペースの換気量を維持する

実施 実施

設備スタッフによる日々の空調管理と換気を行うととも
に、空調機器点検を行った。パッケージエアコンの修繕
を行い、貸館に応じた空調管理を実施した。

1 □電気主任技術者（第3種） 配置 継続配置

【成果】
配置しています。

【評価できる点】
・各項目適切に実施していることが確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・雨漏りについては建物内での情報共有を密に行い、状況
を注視し、引き続き市との連携に努めてください。

【成果】
複合施設であるため、建物全体に関しては他の事業所エリ
アの不具合情報の収集や報告、工事立ち合いなどを行いま
した。
ＡＥＤについてはリース終了にあわせて機器の入替を行い
ました。

【課題】
雨漏りや漏水がどの程度設備に影響しているかが不安で
す。消防設備の誤作動・機械警備のセット不良など、再現し
ない設備の電気系統への不具合が散見されます。

評価

【評価できる点】
・各項目について計画通りに実施したことが確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・施設の不具合については、引き続き市との情報共有を積
極的に図り、施設の運営に支障を来さないよう日常的に確
認するよう継続的に取り組んでください。

【評価できる点】
・各項目について計画通りに実施したことが確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・施設の不具合については、引き続き市との情報共有を積
極的に図り、施設の運営に支障を来さないよう日常的に確
認するよう継続的に取り組んでください。

【成果】
コロナ5類移行後も、マイク等の貸し出し備品については定
期的な消毒を継続、また、手指消毒液の設置も継続して
行っています。

【課題】
機械空調・機械換気をしていますが、空調設備の故障頻度
が上がっています。

【成果】
計画通りの災害備蓄品入替を行いました。
建物内４事業所間で日常的に連絡を取り合い、大雨が予想
される際には連携して防潮板を設置するなどの協力体制が
とれています。

【課題】
災害時に一時避難所として市民を受入れたいところです
が、警戒の必要な河川や漏水被害の心配があります。まず
は施設の安全性の確保のための修繕が必要です。

実施状況

指定管理者提案（要旨）

1

施設の管理を行う上で必要な資格者の配置

平常時の防災対策

消防法への対応

新型コロナウイルス等の感染症対策

施設の総合管理による安全・安心の提供と効果的な
維持管理

令和５年度計画

５　緊急時の対応
（使命5・様式14）

1

評価項目

Ⅲ施設管理

7　その他施設管理に関する事
項

４　防火・防災等
（使命5・様式14）

1

施設の総合管理による安全・安心の提供と効果的な
維持管理

６　感染症等衛生管理
（使命5）

３　保安警備業務
（使命5）

1
施設の総合管理による安全・安心の提供と効果的な
維持管理
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令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□ホール（日単位） 93% 93%
本番公演利用ももどりつつあるものの、全体的にみて練
習利用が多い

□ギャラリー（日単位）　※予約は週単位 54% 41%
高齢化による団体の解散、SNSでの公開等により、展示
の需要が減少している。また、新予約システム導入に伴
い、目的外利用が設定できず、営業努力が難しくなった

□リハーサル室（コマ単位） 74% 48%
新予約システム導入に伴い、オンライン審査に耐えるた
め、条件付きの貸出を取りやめ、音楽利用の制限を元
に戻した。

□レクチャールーム（コマ単位） 60% 61%
新予約システム導入に伴い、オンライン審査に耐えるた
め、条件付きの貸出を取りやめ、音楽利用の制限を元
に戻した。

□スタジオ（４室平均）（コマ単位） 81% 84%

共同事業体それぞれの専門性を活かした、事業収
入の安定化を実現します

■さまざまな広報媒体を通じて、事業のプロモーションを行
う

実施 実施

安心安全で使いやすい施設運営で、利用率と利用
料収入の向上を目指します（様式24-C）

□施設、附帯設備、駐車場利用料
　　（収納日基準/前年度収納分を4月に計上）

17,000千円 ¥18,274,230
コロナが収束し、利用が戻りつつある
★利用料金後納一部未収分も計上

■頻度の多い利用形態のサンプルプランを示して利用料
金の総額を示す

実施 実施 利用打合せに活用した

□新規利用者獲得の取組を導入する ２件/年 年2件実施
オープンデーを開催し、施設見学や利用団体の紹介と
体験（ショーケース、アート＆クラフトマーケット）を通じ
て、活動のPRと新会員募集の機会を提供した。

割引優遇制度など独自の利用料金制度が利用促
進につながるか、調査・検討します

■ホール；リハーサル割引期間の拡大（再掲）
■ギャラリー；U25プラン（再掲）

（再掲） 案提出 U25プランの企画案を提出した。

■要望に応えるため、料金設定のない場所について撮影
料金を新設する

実施 未実施 要望が無いため、未実施

■広告収入、協賛金、助成金、クラウドファンディング等で
の資金獲得を積極的に行います

実施 実施
「催し物案内」裏面に広告枠を設けて営業し、7か月分の
広告収入を得ることができた。

□外部資金獲得のため情報を収集し、補助金等に申請し
ます

1件/年 1件/年
3館連携で実施した「スクランブル・ダンス・プロジェクト」
に対して、神奈川県・マグネットカルチャー展開促進補助
金を得、内容を充実させることができました。

■クラウドファウンディングの具体的な手法を検討する 実施 未実施 大きな資金が必要な事業がなかった。

□年間の事業収支バランスをとり、支出が収入を上回らな
いようにする

±0円以上 +89千円

コロナ収束による利用の戻りや、補助金の獲得、また、
経費削減のため電気業者を変更、事業の実施や修繕を
行う際にスタッフで対応できる部分については、外部発
注でなく内部で行うなど、細かく経費抑制に努めた。

■共同事業体本社の応援により、外部発注による経費を
抑制する

実施 実施

■見積合わせや電力調達の合同入札により、支出を抑え
る

実施 実施 契約を見直し、１月より２館合同で電気事業者を変更した

■事務用品の再利用や計画的な業務遂行により、経費や
作業時間の節減を図る

実施 実施

■効率的な運用で事務費・管理費等を縮減。職員の意識
を高めて経費削減を徹底する

実施 実施

■感染症対策のための換気を優先しつつ、使用量を削減
して、光熱水費削減に努める

実施 実施

■点検により施設と設備の状況を把握し、計画的に修繕し
て経費の平準化と抑制を図る

実施 実施

不具合の発見に努め、小破修繕を行い、大規模修繕や
建物本体に関わる案件については速やかに所管課と共
有した。指定管理者点検等では計画的な改修案と見積
を提出するとともに、緊急案件については技術相談を依
頼した。

人件費への対応
■グループウェアや共有サーバーを活用して情報を共有。
業務を補完するとともに、貸館や来館者対応を全員で行い
超過勤務を抑制する

推進 実施

Googleのカレンダー機能を活用し、スケジュールを共
有。メールで新予約システムの不具合や対処方法、貸
館等に関わる情報を共有し、遅滞ない利用者サービス
に努めた。

執行管理への対応
■毎月の試算表により執行管理を行い、期中の仮決算で
収支予測を立て、修正予算を作成することで収支のバラン
スを取る

実施 実施
4半期ごとにJV会議をひらき、プラザ２館の収支状況を
JV４社と確認し、必要に応じて運営方針を修正した

【評価できる点】
・施設利用料等の収入実績が目標を上回ったことが確認で
きます。

【更なる取組を期待する点】
・催し案内への広告枠の掲載は今後も件数を増やし、収入
増に努めてください。

・補助金については、目標達成していますが、今後も申請で
きるものがないか確認し、積極的に申請するようにしてくだ
さい。

【評価できる点】
・電気事業者を変更することで電気料金を抑えることができ
たことが確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・特筆すべき事項はありません。

【評価できる点】
・ギャラリーは本来の利用目的が減っている中、目的外の利
用も取り込み利用率を上げることに努めていることが確認で
きます。

【更なる取組を期待する点】
・ギャラリー、リハーサル室で目標を下回っています。利用
率を上げるための取組は今後も積極的に行ってください。

【成果】
経費削減のため、１月より電気事業者の変更を行い、当初
の予算想定額より電気料を抑えることが出来ました。
当期は年度途中でスタッフの入替等もありましたが、共有の
データベースやGoogle機能の利用により、引継ぎはスムー
ズにできました。

【課題】
優先順位をつけて修繕計画をたてていますが、予想を上回
る頻度で故障・不具合が発生しているうえ、規模が大きく
なっています。

【成果】
利用率はコロナによる利用制限設定前の状態に戻りつつあ
ります。

【課題】
新しい予約システム導入により当日支払の対象期間が延
び、いわゆる「ノーショー」となるケースが増えてきています。
ペナルティーが無いため予約が解除されず、利用希望者が
いても室場提供ができないものです。利用者サービスの低
下だけでなく、利用料収入にも影響が出ています。

収支の安定に向けた取組

評価

2

【成果】
ホール利用については、日ベースで見れば利用が戻りつつ
あるものの、１コマ利用や練習利用が多くなってきました。
ギャラリーは天井高が無く展示利用が少ないため、２か月前
以降は内容を確認しながら日単位の貸出、目的外の利用
（講習など)にも利用可としています。

【課題】
音楽利用が多い施設ですが、２重扉でないためスタジオ間
の音もれがあったり、リハーサル室やレクチャールームは防
音設計されておらず音量や楽器に制限をしていたりと、受付
時に説明を要する室場が殆どです。将来的なオンライン審
査を見越して利用制限を原則に戻したため、特にリハーサ
ル室やレクチャールームの予約に混乱が生じています。

収入増への取組（使命５） 外部資金の導入

実施状況令和５年度計画評価項目

２　指定管理料のみに依存し
ない収入構造
（様式23）

1

1

Ⅳ収支 指定管理者提案（要旨）

３　経費削減等効率的運営の
努力
（様式23）

事業への対応

発注や事務への対応

１　利用率の目標設定
（様式22-C）

新たな利用者の獲得により、利用率向上を図りま
す

施設・設備管理への対応

効率的な施設運営に向けた取組1

利用率の目標
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令和５年度　横浜市岩間市民プラザ　指定管理業務計画表兼評価表（自己評価・行政評価）

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

□業務日報の作成 実施 実施 施設点検日を含め、通年実施した

□管理運営月報・完了確認表を作成し、モニタリングにお
いて報告

実施 実施
月報や完了確認表を作成し、月例モニタリングで、２館
の運営状況を所管課に報告した

□事業計画書（業務計画・業務計画表）の作成 実施 実施

□モニタリング時における業務計画表での進捗報告、およ
び事業報告書の作成

実施 実施

3 □自己評価 実施 実施

取組内容 目標 年間実績 説明 自己評価 行政評価

■「個人情報取り扱いマニュアル」を整備し、ダブルチェック
を徹底します

実施 実施

許可書の誤交付１件。新予約システムの不具合により２
つの申込に同じ予約番号が附番されているのを発見
し、サービスセンターと相手方施設に連絡。流出事故を
未然に防いだ。後日、同様の事故が相手方施設でも発
見された。

□個人情報研修（再掲） １回/年 実施

受付業務に落とし込んだ研修を実施。個人情報の範囲
と書類等の取り扱いについて確認した。

情報発信
■ホームページ等で業務計画、業務報告、事業・施設の状
況を積極的に提供する

実施 実施

施設ホームページのアイコンから、横浜市のサイトにリ
ンクして公開している

公開請求への対応
■「横浜市の保有する情報の公開に関する条例」に準じて
作成した「情報公開規程」等に基づき適正に対応する

実施 継続実施

情報公開の要請１件あったが、第三者の個人情報の公
開要請だったため、経緯を説明して非開示とした。

3 □人権研修（再掲） １回/年 1回実施

エネルギー使用量の削減
■施設の利用状況に合わせて不要な点灯や空調稼働を最
大限抑止する

実施 実施

■広報手法の多様化にあわせ公演チラシの作成部数を抑
制する

実施 実施

■利用者によるごみの分別状況を確認し、分別の徹底を
依頼する

実施 実施

5 □障がい者対応研修（再掲） １回/年 実施

6 □男女共同参画の取り組みについての研修 １回/年 実施

7
■「横浜市中小企業振興基本条例」に鑑み、可能な限り、
市内に主たる事務所を有する中小企業に優先的に業務を
発注する

実施 実施

1
■「指定管理者業務の基準　別添資料」 に基づき施設賠
償保険、動産総合保険、レジャー・サービス施設費用保険
に加入する

実施 実施

2
■現行の関係法令を順守するとともに、法令改正に気を配
り、契約等の前に確認する

実施 実施

横浜市との連携 ■事故や不具合時は速やかに報告し、随時共有する 実施 実施

■併設する施設（偕恵いわまワークス、ほどがや国際交流
ラウンジ、保土ケ谷区地域子育て支援拠点サテライトと連
携し、運営改善や防災、修繕について検討する

実施 実施

防災と漏水情報を共有し、対策にあたった。漏水につい
ては横浜市と保土ケ谷区とも情報を共有し、建物全体と
して建築局の技術相談に対応した。

□情報共有や運営改善のための連絡会を定期的に開催 3回/年 実施

定例会として1回開催。以降、雨漏りの都度、現場確認
を行い、相関関係の把握に努めた。建物全体で技術相
談を行った。

地域との連携 ■地域組織の会合等に参加する 実施 実施

文化祭実行委員会、区老連、地域交流室運営委員会に
参加した。

■2館連携、3館連携事業を企画・実施する 計画・準備 実施

予定より早く、３館連携してインクルーシヴ事業を実施し
た。
対バンイベントは、みどりと吉野町と開催時期を調整。
広報と当日運営を相互協力した。吉野町と合同で写真
講座「ライブを撮ろう」を実施した。

■ｔｖｋ「猫のひたいほどワイド」番組内コーナーでの事業告
知を両プラザ交互に行う

実施 実施

原則、奇数月を岩間枠としているが、事業のタイミングを
みて吉野町と告知時期を調整。効果的な広報に努め
た。

■人的資源やノウハウを2館共通で活用し、管理・運営面
でも連携する

実施 実施

【評価できる点】
・新システム稼働時に個人情報の漏洩を未然に防ぐことが
できたのは評価できます。

【更なる取組を期待する点】
・誤交付については、個人情報を扱う事業者としてあっては
ならないことです。ただ単にチェックの回数を増やすことにと
どまらず、原因を深く分析することや、そもそもの事務処理
過程を見直すなど、二度と起こさない改善をお願いします。

【評価できる点】
・３館連携事業を前倒しで実施できたことは評価できます。
・複合施設内で連携し、課題の共有等を行ったことが確認で
きます。

【更なる取組を期待する点】
・雨漏りについては建物内での情報共有を密に行い、状況
を注視し、引き続き市との連携に努めてください。

【成果】
複合施設の他事業者と連携しての合同訓練を実施しまし
た。漏水については、横浜市だけでなく保土ケ谷区とも情報
共有をして、プラザ全体の問題として取り組みました。
吉野町・岩間・関内ホール３館連携事業は、計画より一年早
く実施することができました。この事業では、併設の偕恵い
わまワークスの協力を得て、アートでも共生を表現すること
が出来ました。

【課題】
雨漏りや湧水等の浸水被害箇所が増え、水量も増加してい
ます。水路も分からず、金属が腐食し穴が空いたり、錆びた
りしているため、漏水の影響がどこまで出るかの予測がつ
かない状況です。

１　市の重要政策課題への対
応
（様式26）

Ⅵ　その他

Ⅴ 各種計画書・報告書の
     作成及び業務評価

各種計画書・報告書の作成

選定要項

業務の基準

日報、月報の作成・管理

事業計画書・事業報告書の作成・管理

業務評価の実施

２　その他

個人情報保護についての取組
個人情報の保護に関する法令等を遵守し、個人情
報を適正に取り扱います

情報公開についての対応

【成果】
適切に作成しました。

【評価できる点】
・各項目について適切に実施していることが確認できます。

【更なる取組を期待する点】
・特筆すべき事項はありません。

2

1

人権尊重についての取組

4

関係法令等の順守

保険及び損害賠償の取扱い

3

【成果】
他館との連携によって、新予約システムの不具合に起因す
る個人情報漏洩を未然に防ぐことが出来ました。

【課題】
研修をおこなっているものの、当期は許可書の誤交付が発
生してしまいました。
日常業務でも、書類交付・郵送・ファックスなどにおいて、ダ
ブルチェック・トリプルチェックを徹底し、継続する必要があり
ます。

男女共同参画についての対応

市内中小企業優先発注について

2

障がい者に対する差別解消について

1

環境への配慮について

廃棄物の削減と資源再生

4 2つの市民プラザを一体で運営し、さらに関内ホールも含めた3館連携、またその先の連携を目指す

複合施設の連携

市及び関係機関等との連絡調整
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自己評価 行政評価

【成果】
コロナ新型感染症が５類に移行し、サークルや団体の活動
がもどりつつあります。主催事業についても、参加者が戻っ
てきている状況です。比較的ご高齢者の参加が多かった映
画の上映会については低いままではありますが、音楽事業
は特に以前の参加者数レベルに戻しております。地域での
イベントの参加については実施が難しいものもありました
が、来年度の参加に向けて準備を始めています。

【課題】
消防設備の故障、カーリフトの不具合の発生など、建物全
体にかかわる大型の機材の故障が頻発しております。小破
修繕の域を超えた対応が必要です。他にも経年劣化による
ホール機材の不具合もあります。保守点検業者からは更新
のアドバイスが来ております。利用者にきちんとしたサービ
スの提供をおこなうためにも、安心してご利用いただくため
にも、機材入替が必要な時期になってきていると思われま
す。

【評価できる点】
・公演や広報において３館連携を進め事業を効果的に実施
したことについて評価できます。

・幅広い音楽公演コンサートや朗読、映像公演の実施、リ
ピーター向けの３回セット券の販売など、来館者を増やす取
組を行い、収入実績が目標を達成したことについて評価で
きます。

【更なる取組を期待する点】
・新型コロナウイルス感染症の影響により中止を余儀なくさ
れた事業については、ニーズを把握しながら事業再開や新
たな事業展開を検討してください。

・補助金や広告料については、施設を安定的に運営するた
めに必要な収入源の一つです。目標の枠にとどまらず、機
会を捉えて拡充していくことを期待します。

・施設のハード面での課題については、建物内他の事業者
との情報交換を密に行い、状況を注視し、市との連携に努
めてください。特に利用者に影響が及ぶような課題は市との
相談を早急に行い、対応策を検討するようにしてください。

評価
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